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リーズ大学での臨床実習を終えて
茂野綾美
1 ．はじめに
　このたび，医学教育振興財団（JMEF）による英国医学部短期留学のプログラムを通じて２０１6年 6 月 6 日
から ７ 月 １ 日 にかけ，リーズ 大 学 医 学 部 の 教 育 病 院 であるLeeds General Infirmary（LGI）ならびにSt. 
James University Hospital （SJUH）で実習させていただきました。今回このような貴重な機会をいただき，
私たちの実習を実現させるために関わってくださったすべての方々に心から感謝しております。
2 ．UniversityofLeedsTeachingHospitalsについて
　リーズ大学医学部にはLeeds General Infirmary（LGI）とSt. James University Hospital（SJUH）という
２ つの教育病院（University of Leeds Teaching Hospitals）があります。診療科によってどちらの病院に所
属するかは変わるのですが，私が実習を希望した産婦人科は両方の病院にそれぞれユニットがあり，両方の
病院で実習する機会をいただきました。LGIとSJUHは距離にして ２ マイル（約 ３ キロ）ほどしか離れてい
ないのですが，リーズの市街地中心部にあるLGIには比較的生活に余裕のある患者さんが多いのに対し，あ
まり治安が良くない地域にあるSJUHには金銭的に，また社会的に貧しい患者さんが多いと言われました。
実際に両方の病院で実習し，その違いを肌で感じることもあり，リーズや英国の色々な顔を垣間見ることが
できたようにも思います。リーズはイングランドの中でも移民が多い地域と言われており，加えてEU離脱
の国民投票の時期と重なった時期だったため，異なる他者を受け入れることはどういうことか，英国の医療
制度が抱えている問題は何なのかということについても考えさせられる機会は多くありました。
３ ．ObstetricsandGynaecology（産婦人科）での実習について
　リーズ大学では， 4 週間の実習期間中に選択できる診療科は １ つ，と決められていました。私は周産期に
興味があったのと，産婦人科であれば限られた時間に内科も外科も，あわよくば救急も見られるかもしれな
い，という期待を抱いて産婦人科での実習を希望しました。結果，外来で医療面接をしたり，手術に助手と
して参加したり，救急搬送された症例に立ち会ったり，多くの経験ができましたし，何より素晴らしいドク
ターたちとの出会いに恵まれこの選択は大正解でした。以下には，特に印象に残っていることについていく
つか報告させていただきます。
３.１.　Clinic（専門外来）
　Consultantによる様々な専門外来を見学させていただきました。私のSupervisorを務めてくださったDr. 
CiantarはObstetrics haematology（産科血液学）の専門家で，彼の専門外来には凝固系の異常を抱える妊婦
や妊娠希望の女性が多く通っていました。Factor ５  leidenや鎌状赤血球症など，日本ではなかなか出会う
ことのできない症例も数多く，大変興味深かったです。また毎週金曜日にはDr. Ciantarが設定されている
Students’ clinicで実習させていただきました。ここでは臨床実習中の学生が初診の患者さんの医療面接を取
り，それをDr. Ciantarに対してプレゼンテーションし，アセスメントやプランについて確認し，患者さん
のところへ戻って一緒に診察をし，終了後にフィードバックを受けるという流れになっており，まさに「教
育外来」でした。日本の実習中にこのような機会はありませんでしたし，英語で医療面接したり，プレゼン
テーションしたりというのは初めての経験で，初日はしどろもどろでしたが，Dr. Ciantarのマンツーマン
の熱い指導に鍛えられ，慣れも手伝って最終週には最初と比べてかなりスムーズにこなすことができるよう
になりました。
　産科だけでなく，婦人科の外来でも医療面接をさせていただく機会に多く恵まれたのですが，LGIも
SJUHも紙カルテ方式で，限られたスペースに患者さんの主訴，病歴等をコンパクトに要領良く書く必要が
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あり，最初はかなり苦戦しました。症状や病名など正しいスペルに自信がないこともあり，当初は手持ちの
メモにキーワードを残してあとからカルテに清書していたのですが，「それだと時間が掛かりすぎて全然さ
ばけないから話を聞きながら直接カルテに書くようにしてほしい」と看護師に言われ，それからは患者さん
の話を聞きながら頭の中で整理し，カルテに落とし込むように努力しました。当然ですが，カルテの内容は
この先もずっと残る記録であり，責任をもって正しく記載し，自分のサインを残すという作業は緊張するも
のでしたが，こちらも繰り返し行うことでかなり鍛えられた経験でした。
　毎回，医療面接の最初には患者さんに自己紹介し，日本から実習に来ている医学生であることを伝え，病
歴を伺っても良いかどうか伺うプロセスがありましたが，一人の例外もなく患者さんたちは皆快諾してくだ
さいました。学生の医療面接にも非常に協力的で，聞き取りづらい英語だったり，時間が掛かったり，的を
射ていない質問になってしまったりしたこともありましたが，嫌な顔ひとつせず最後まで快く付き合ってく
ださいました。主体的に動くことが多かったStudents’ clinicや婦人科外来での実習は，患者さんや他のス
タッフとの関わりを意識することが多く，特に印象に残っています。
　その他にも，胎児診断・治療を専門にしているDr. BreezeのFetal medicine clinicには毎週通わせていた
だきました。日本で胎児診療・治療を見学したことはなかったのですが，エコーを片手に胎児と会話するか
のように正常・異常を探しに行くことの面白さの虜になり，私も将来何かしらの形で胎児診療に関わりたい
と思うようになりました。Dr. Breezeは朝 8 時から１７時過ぎまで一切休憩なしでひたすらエコーをあて続
け，すべての患者さんの診察が終了してから，英国での生命倫理の考え方や，妊娠中絶という選択肢の在り
方，考え方等について １ 時間ほど議論する時間を毎回設けてくださいました。英国では法的に２4週まで妊娠
中絶が認められていますが，その後であっても， ２ 名の専門医が「生まれてくる子どもに重篤な身体的また
は精神的障害が残る可能性が高い」と判断すれば妊娠を終わらせることは不可能ではありません。その場合
は，塩化カリウムを胎児の心臓に注入して死産にするそうです。２4週以降の妊娠中絶に関して，想定される
児の疾患が「重篤である」こと以上に明確な基準が設けられていない中でどのように生命と向き合い，自分
の知識や技術をどのように使うのか，難しい判断を迫られた症例なども含めて毎週分かりやすくお話してく
ださいました。長い １ 日を終えた後でも，嫌な顔ひとつすることなく，私の初歩的な質問一つひとつにとて
も丁寧に回答してくださったり，羊水ドレナージで実際にドレナージする手技を経験させてくださったり，
教科書をプレゼントしてくださったり，早朝のカンファレンスに誘ってくださったり，実習期間中に惜しみ
なくチャンスを与え続けてくださったDr. Breezeには本当に感謝しています。
３.２.　Maternity Assessment Centre（妊産婦トリアージセンター）
　英国では妊産婦は２4時間３6５日，何か不安なことがあれば産科病棟にあるMaternity Assessment Centre
（MAC）に電話を掛けて助産師に相談したり助言を得たりすることができます。担当の助産師が電話を受け，
トラブルへの対応方法を助言したり，自宅で様子を見るか，来院してもらうかの判断を下したりします。い
わば妊産婦のトリアージセンターで，ファーストコンタクトを取る場所になっています。今回の実習期間中，
MACでは後期研修医と一緒に動き，外来同様に病歴を聴取したり，検査の補助を行ったりしました。MAC
専属の医師はいないので，後期研修医が病棟業務や帝王切開の合間を縫ってMACへ行き患者のアセスメン
トを行い，必要があれば入院させたり，他科に紹介したりしていました。産科は本当に日々忙しく，日勤帯・
夜勤帯に関わらず１２.５時間シフトの中で休憩はほぼなく，昼食（夜食）が食べられないのは当たり前，紅茶
一杯で夜まで（朝まで）走り回るのが普通になっていました。上級医の数も多くないので常に相談できる環
境でもなく，孤独に戦わざるを得ない後期研修医の姿を見て，英国の医療制度が抱える課題を垣間見たよう
に思うこともありました。私が英国に滞在していた間にもJunior doctors（初期研修医）の処遇改善を求め
た大規模なデモがロンドンで行われていましたし，実習中に出会った医師の約半数は英国以外の出身者でし
た。看護師や助産師など，他の医療従事者も含めれば英国以外の出身者が半数以上だったかもしれません。
EU離脱の国民投票が近づくにつれ，高まる移民排除論の声を遠くで聞きながら，今の英国は誰によって支
えられているのだろうかと考えさせられました。MACではブルガリア出身の後期研修医，Dr. Dimitrovaに
大変お世話になりました。とても忙しい中，一つひとつの症例について説明してくださり，「Ayamiはどう
思う？」「他に鑑別疾患には何が考えられるかしら？」「検査は何が必要だと思う？」と意見を求めてくださ
ることもあり，忙しくも大変充実した実習を行うことができました。Dr. Dimitrovaは医学生のときに南ア
フリカで臨床実習した経験があり，医学生の海外臨床実習についてアドバイスをくださったり，彼女の経験
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について教えていただいたり，興味深い話をたくさん伺うことができました。また，Dr. Dimitrovaの身体
所見の取り方は，まさにOSCEの型通りで，とても美しいものでした。医療面接や身体所見を美しいと思っ
たのは初めての経験でしたが，私も彼女のように，基礎に忠実な医療面接，身体所見を取れるように努力し
ようと思いました。Dr. Dimitrovaとは私の帰国直前に道端でばったり再会し，そのまま一緒にパブへ行っ
てEuro Championship（ 4 年に １ 回開催されるフットボールの欧州大会）をビール片手に観戦したのも良い
思い出です。私が帰国する前には，なんとThank you cardを贈ってくださいました。「一緒に働けて楽し
かった。たくさん手伝ってくれてありがとう。また一緒に仕事しましょう。良い医師になって戻ってきて
ね。」と書かれた内容には，とても勇気づけられました。
左：日勤を終えた後，Dr.Dimitrovaと 右：帰国前にDr.Dimitrovから頂いたカー ド
　私が英国での実習中に好きだったことの一つに，「お互いに例外なく他者に対してフェアであり，個を尊
重すること」というものがありました。学生は学生として，患者さんは患者さんとして，医師は医師として，
看護師は看護師として，国籍や出自，性別などはもちろん関係なく，それぞれがお互いを認め合う環境での
実習は，とても居心地が良く本当に楽しかったです。そして，お互いを尊重するということが，チームで働
くときにどれほど大切であるのかということを実感する機会もありました。他にも，謙虚であること，プロ
フェッショナルとして責任を持つこと等，当たり前のことではありますが，改めて重要であるということを
感じさせられたものは多くありました。今回の実習中に出会った方々に教えていただいたことは，これから
先もずっと忘れずに，大切にしていきたいと思います。
４ ．おわりに
　 4 週間は本当にあっという間に過ぎていってしまいました。行く前までは期待よりも圧倒的に不安の方が
大きく，果たしてやっていけるのだろうか，戦々恐々としながら実習開始日を迎えました。しかしいざ始
まってしまえば，目の前の患者さんに向き合い，患者さんの声に耳を傾け，必死で考えて，上級医にプレゼ
ンテーションし，今後どうすべきか考える，そのプロセスの繰り返しでした。それは，日本の実習でも同じ
だったことに途中で気が付きました。国や文化が異なれば違うことも多くありますが，英国だから何か特別
なことがあるわけではなく，そこには病院があり，病める人々がいて，医師がいて，どこへ行っても人間は
人間なのだという至極当然のことに気付かされました。結局，日本での臨床実習に熱心に取り組むというこ
とが，何よりの準備であり，最低条件であるように思います。
　英語に関しては，語学力でカバーできるものと，コミュニケーション力でカバーできるものは時に異なり
ます。拙い英語でも，必死に語り掛ければ伝わるものもありますし，どんなに一生懸命伝えようとしても適
格なワードが見つからなければ正しく伝わらないものもあります。おそらくそのどちらも必要で，バランス
が重要なのではないかと思います。言うまでもないことですが，最低限の医療英語（症候や病名等）は必要
不可欠ですし，一通りの医療面接やプレゼンテーションができるよう日本で練習してから行った方がより充
実した実習になるのではないかと思います。
　英国では白衣は着用しません。襟付きのシャツに，シンプルなパンツを合わせて実習していました。
Delivery Suiteや手術室では指定のスクラブを上下貸してくださいましたので，そちらを着用していました。
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こちらでお世話になった方々にお渡しできるよう，簡単なお土産をいくつか日本から用意していくと良いの
ではないかと思います。私は和柄の小箱に入った飴をいくつか持って行き，最終日にThank you cardと一
緒にお渡ししました。
　 4 週間という限られた時間でしたが，この先もずっと付き合っていきたいと思える方々と出会えたこと
は，私の人生においても非常に大きく意義深いことであったと思います。「ドクターになったらまたいつで
もおいで」と仰ってくださったDr. CiantarやDr. Breezeとの約束を果たすために，これからも努力し続けて
いきたいと思っています。
５ ．謝辞
　今回，リーズ大学で実習させていただくにあたり，本当にたくさんの方のお世話になりました。北島先生，
山城先生をはじめ富山大学の先生方，応募書類作成の時点から必要な手続きを滞りなく行ってくださった医
薬系学務課の方々，抗体検査や予防接種の証明書の作成を快く引き受けてくださった保健管理センターの
方々には，無理なお願いをすることもありましたが，常に応援してくださりありがとうございました。家族
や友人にも迷惑を掛けることが多々ありましたが，本当に多くの方にお力添えいただき，実り多き貴重な 4
週間を過ごすことができました。この場を借りて御礼申し上げます。本当にありがとうございました。
